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証券市場接続システム｢SVRTシリーズ+の接続関連図

s〉RTは市場システムとの接続ニーズにこたえるゲートウェイシステムである0証券会社のシステムのダウンサイジングやCSSによる新システ

ムの構築を支援する｡

市場規模の拡大に伴う証券業界の機械化の進展や

ワークステーション･パソコン(パーソナルコンピ

ュータ)技術の急成長によるシステム形態の変化に

対応して,目立製作所はCSS(Client Server Sys-

tem)対応のAPP(Application Program Product)

として証券市場接続システム｢SVRT(Communica-

tionServerBuildingSupportSystem)シリーズ+

を開発した｡

SVRTシリーズは証券会社のシステムと取引所

*H立製作所情報システム事業部

システムを接続するためのソフトウェアであり,証

券会社での事務効率向上,コストダウンを図る｡CSS

やオープン化への対応が可能であり,しかもメイン

フレームと同等の高信頼性システムが構築できる｡

サーバおよびワークステーション上で稼動し,ホス

トやネットワークとの接続も容易なため,システム

構築の柔軟性を高めることができる｡証券会社のフ

ロントオフィス,バックオフィスなどさまざまなシ

ステム構築に適用でき,業務の改革を支援する｡
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n はじめに

近年,サーバ,ワークステーションは,ハイパフォー

マンス,オープン件といった特徴にとどまらず,機能,

信頼性,スケーラビリティなどの痢でも急速に充実して

きた｡そのため,システムの接続形態も,従来のメイン

フレーム例の接続から,機能分散当当のUNIX削システム

対メインフレーム接続などの新しい形態に変化しつつある｡

一方,証券業界では耳丈引締との直紙化を契機とした証

券売買業蒋のBPR(Business Process Re-engineeri咽)

の-一一環として事務効率化,コストダウンを進めている｡

Rカニ製作所は､こうした背景にこたえて従来ホストrFil

けに提供していた証券巾場接続支援APPのダウンサイ

ジングを図り,CSS対応の分散型証券巾場接続システム

｢SVRTシリーズ+を開発した｡

ここでは,証券会社と淑引所の接続を容易にし,証券

会社のバックオフィスおよびフロントオフィスの業務改

革を支援するSVRTシリーズについて述べる｡

切 取引所直結化の現状

各取引所の約定･注文系システムの舟純化状況を区=

に示す｡

東京証券収引所では,株式,債券,先物などの商品ご

とにそれぞれの売買システムで取引処理を行っている｡

現在,株式および債券については,売員システムと会

員証券会社のシステムとを直結し,自社注文の約定糸,1f果

をシステムで甘接受け取ることが可能である(約定接

続)｡また株式については,正会員端人からの八子による

人力に代わって,全員システムから中継機経由で舟接

注文を入ノJすることができるようになっている(注文接続)｡

大阪証券恥j一所,店頭取り引きでも,東京証券取･川咋

と同様に約定接続を実施している｡名古岸証券1剛l所な

ども含め,今後も取引所や商品の種類に応じて増加して

いくことが子想される｡

田 分散型証券市場接続を可能にするAPPの概要

3.1APPの特徴

SVRTシリーズは,取引所との注文･約定接続プロト

コルを制御し,全員システムと行市場の売買システムと

の接続を吋能にするAI)Pである｡

※)UNIXは,Ⅹ/OpeIIC()mpaIlyIJinlitedがライセンスし

ている米同ならびに他の匝Jにおける登録商標である｡
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図l約定･注文の直結化状況

各証券取引所売買システムのシステム直結化の状況を示す｡証券売

買業務効率化のため,証券会社とのシステム直結化が進められている｡

UNIXのOLTl)(OnlineTransactionl〕rocessing)‾卜で

軌作する分散トランザクション処理ベースプログラム

"SVR′Ⅰソ8ASE”を巻本とし,接続先ごとにプロトコル制

御コンポーネントをそろえている｡このAPPは次に述べ

る杵徽を持つ｡

(1)収引所札 注文･約這別に機能がメニュー化されて

おり,必要に応じて任意の組み合わせを選ぶことができる｡

(2)サーバタイプの｢35nnシリーズ+およびワークステー

ションタイプの｢3()5()RXグループ+上で稼動し,システム

の信頼性要件や規模に応じて,ハードウェアを選択できる｡

(3)接続のためのプロトコルはすべてAI)Pで暇収され,

ユーザーアプリケーションと独立しているため,接続什

株安更など外部変化のユーザーアプリケーションへの貫き

響を極少化できる｡

(4)システムの拡張性･柔軟性を高めるCSS形態であ

り,業務の変化に迅速に対応できる｡
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(5)障害棚夏やデータ欠落防止,｢叫線障害時の代オナ送信

機能などにより,高信頼性システムの実現が可能である｡

3.2 システム構成

巾場接続サーバのシステム構成を図2にホす｡

SVRTシリーズではオープン化に対応して,UNIXを

使用している｡また,OLT上}のオープンプラットフォーム

として信頼性の高い分散トランザクション処理機能

"OpenTI)1''を前提としている｡

SVRTシリーズは,接続する売買システムごとに製一打.

が分割されておl),各巾場接続で共通に使用する機能は

‾‥i場接続共通制御機能として提供する｡

3.3 機能概要

SVRTシリーズは次に述べる機能を持つ｡

(1)基本機能

SVRT/BASEにより,トランザクションの制御などシ

ステム全体の基本的な制御を行う｡

(2)注文キュー管理

SVRT/QCにより,送信する注文データを格納するた

めのキューの管坤をする｡注文キューに登録されたf二i二文

データを管和するとともに,ユーザープログラムからの

注文キューへのアクセス制御を行う｡
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図Z システム構成

SVRTシリーズは,オーブンな環境で稼動するため,さまざまな形

態のシステムに適用できる(,

(3)注文･約左接続

注文･約定接続の各コンポーネントで次の機能をサポ

ートしている｡

(a)接続先の収引所システムごとに異なるプロトコル

を制御する｡

(b)注文接続川縁障害時,別回線への代行送信を制御

する｡

(c)発注抑止･再開,手動代行,代替連川切り許えな

どの制御系および通番･ステータス照会などの参月てi系

の運拝は援コマンドを提供する｡

(d)障青光生後のリカバリ処理を支援する｡

田 バックオフィスへの適用

バックオフィス業希への過肘列として,SVRTシリー

ズの巾場接続サーバを業務系システムと接続した例を

図3にホす｡

現在､証券会社では注文管租,顧客管理,11座管理な

どのバックオフィスの業務をホストで集中処印している

場合が多い｡この業頗系ホストと証券巾場をつなぐこと

により,lr了場の売買と勘定業務の連劾が叶能となる｡

SVIiTシリーズは,業務系システムのゲートウェイと

なる市場接続サーバ構築を支援する｡HNA,OSAS/UA

などの手順でホスト側を変更することなく既存の業務ホ

ストと接続できる｡また,巾場接続サーバを35nOシステ

ム2台によるホットスタンバイ構成にすることによっ

て,より信頼性の高いゲートウェイシステムが尖りヱできる｡
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図3 バックオフィスヘの適用例

SVRTは高信頼性ゲートウェイとして既存ホストに接続できる｡
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b フロントオフィスへの適用

フロントオフィスへの適朋例として,SVRTシリーズ

による市場接続サーバをディーリング･トレーディング

システムへ接続した例を図4に示す｡

フロントオフィスのシステムは,｢ロイター+,｢テレレ

ート+,｢東証相場幸艮道+,｢時事メイン+などの各種情報

ベンダからデータをフィードする情報系と,注文･約定

業務を行う業務系,およびポジション管理,リスク管理

を行う管理系の3コンポーネントで構成する｡その連携

によって,フロントオフィスの業務を支援している｡

SVRTシリーズは,業務コンポーネントをサポートす

るものである｡

ディーリング･トレーディングシステムでは,注文デ

ータ(バスケット注文,個別銘柄注文)が注文･約定執行

管理を経由して,市場接続サーバから東京証券取引所へ

伝送される｡取り引き成立後,約定データが同様に市場

接続サーバで受信され,注文･約定執行管理を経由し,

デイーラ･トレーダへ連絡される｡

マネージャは,市場情報を見ながら自己･顧客のポジ

ションを把握し,リスク管理を行う｡

このシステムによってデイーラ,トレーダ,マネージ

ャの連携が可能となり,フロントオフィスの業務改革を

推進することができる｡

田 今後の展開

サーバ,ワークステーション,パソコンの技術は日々

進歩し,それに伴ってその適用分野も拡大してきている｡

図4 フロントオフィス

ヘの適用例
SVRTの適用によってフロ

ントオフィスの業務改革が推

進できる｡

サーバ,ワークステーションは当初,既存ホストシス

テムのゲートウェイとしての利用が多く,その後,部門

での業務処理サーバへと利用分野が拡大している｡さら

に今後は,パラレル技術の進歩により,基幹業務への適

用が進むと考えられる｡

今後,APP開発もこのような状況に対応して進めてい

く予定である｡当面の計画について以下に述べる｡

(1)今後の直結化への対応

各取引所でまだ証券会社と直結化されていない売買シ

ステムは,今後直結化の対象と考えられる｡
O

svRTシリーズは,これらの直結化に順次対応して新

コンポーネントとして追加していく予定である｡プラッ

トフォームであるOpenTPlのオープン化に伴い,SVRT

シリーズのオープン化推進も計画している｡

(2)著名ソフトウェア,プラットフォームとの連携強化

今後,証券業界では派生商品の市場がますます増大し,

リスク管理のようなアプリケーションの重要生が高まっ

ていく｡これに対応するため,テクネクロン社の各種フ

ァシリティなど他社製品の著名ソフトウェアとの連携を

進めている｡

B おわりに

ここでは,証券業界での取引所接続にこたえて開発し

た,日立製作所のCSS対応のパッケージであるAPP市場

接続システム｢SVRTシリーズ+について述べた｡

今後も,このAPPを中心としてさまざまなCSS形態の

システムを検討し,APPの充実を図りながらトータルな

システムの提案を推進していく考えである｡
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